
学
童
疎
開

　
沖
縄
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
理
事
長
で

脳
神
経
外
科
医
の
大
仲
良
一
さ
ん

（
8
1
）
は
毎
年
、
８
月
に
な
る
と
自
ら

が
「
生
か
さ
れ
た
命
」
で
あ
っ
た
こ

と
の
意
味
を
思
い
起
こ
す
。

　
7
2
年
前
の
１
９
４
４
年
８
月
1
4

日
、
兼
城
国
民
学
校
３
年
生
だ
っ
た

大
仰
さ
ん
を
乗
せ
た
学
童
集
団
疎
開

船
は
那
覇
港
を
出
発
、
熊
本
に
疎
開

し
た
。
そ
の
１
週
間
後
の
2
1
日
、
集

団
疎
開
の
学
童
を
含
む
１
７
８
８
人

を
乗
せ
た
陸
軍
徴
用
貨
物
船
「
対
馬

丸
」
が
那
覇
港
を
出
港
。
長
崎
に
向

か
う
途
中
の
９
９
一
日
夜
、
ト
カ
ラ
列
島

の
悪
石
島
か
ら
北
西
約
Ｈ
♂
の
海
上

で
米
潜
水
艦
「
ボ
ー
フ
ィ
ン
」
の
魚

雷
攻
撃
を
受
け
、
沈
没
し
た
。
乗
前

者
の
内
１
４
１
８
人
（
氏
名
判
明

分
）
が
犠
牲
に
な
り
こ
っ
ち
学
童
は

７
７
５
人
に
上
っ
た
。
「
私
が
『
対

馬
丸
』
に
乗
っ
て
い
た
ら
…
。
私
は

生
か
さ
れ
た
命
な
の
で
す
」

　
4
4
年
７
月
、
「
絶
対
防
衛
圈
」
と

さ
れ
た
サ
イ
パ
ン
が

陥
落
、
こ
の
事
態
を

受
け
て
南
西
諸
島
の

老
幼
婦
女
子
を
九
州

と
台
湾
に
疎
開
さ
せ
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る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
月
に
「
般

疎
開
開
始
、
８
月
に
は
疎
開
学
童
を

乗
せ
た
船
舶
が
那
覇
港
か
ら
九
州
に

向
か
っ
た
。
沖
縄
戦
が
始
ま
る
直
前

の
4
5
年
３
月
ま
で
の
９
ヵ
月
間
に
九

州
に
疎
開
し
た
沖
縄
県
民
は
約
７
万

人
。
う
ち
、
学
童
疎
開
は
宮
崎
県
に

３
１
５
８
人
、
熊
本
県
に
２
６
１
２

人
、
大
分
県
に
３
４
１
人
の
計
６
１

１
１
人
。
大
仰
さ
ん
は
そ
の
１
人
と

し
て
、
戦
争
を
生
き
た
。
沖
縄
本
島

に
残
っ
た
親
戚
の
う
ち
、
沖
縄
師
範

学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
叔
父
と

従
軍
看
護
婦
だ
っ
た
叔
母
は
戦
火
の

中
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

、
。
　
　
、
。
『
『
－
　
、
。
　
　
か
い
じ
ん

６
年
生
の
時
、
す
べ
て
が
灰
盾
に

　
帰
し
て
い
た
故
郷
・
沖
縄
に
帰
っ

　
た
。
高
校
卒
業
後
、
父
と
同
じ
獣
医

　
を
目
指
し
て
東
京
の
大
学
に
入
学
。

　
あ
る
日
、
ア
フ
リ
カ
で
住
民
の
た
め

７
’
の
医
療
活
動
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
シ

ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
著
作
を
読
ん
だ
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
大
仲
さ
ん
は

じ
Ｉ
Ｉ
’
獣
医
で
は
な
く
医
師
へ
と
歩
み
を
変

え
る
。

　
そ
し
て
、
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
も

と
で
活
動
し
た
経
験
の
あ
る
日
本
人

医
師
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
が
、
大
仲
さ
ん
の
そ
の
後
の
医
師

と
し
て
の
生
き
方
を
快
定
づ
け
た
。

医
療
活
動
の
原
点
は
、
「
治
療
即
奉

竺

。
沖
縄
戦
で
「
生
か
さ
れ
た

の
移
民
が
多
い
中
南
米
に
も
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
医
療
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
。

　
沖
縄
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
に
は
、
ペ

ル
ー
に
移
民
し
た
沖
縄
出
身
の
両
親

を
持
ち
ペ
ル
ー
で
生
ま
れ
た
内
科

医
、
渡
久
地
宏
文
さ
ん
（
6
8
）
が
在
籍

す
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
に
堪
能
な
渡
久
地
さ
ん
を
ス
タ
ッ

フ
に
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
中
南
米
で
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
国
は
、
地
震
な
ど

自
然
災
害
で
の
緊
急
支
援
と
し
て
、

ハ
イ
チ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
二
カ
ラ
グ

ア

　○

ベ
ル
ー
で
は
一
昨
年
ま
で
３
年

継
続
的
に
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

の
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忌

て
い
る
。

　
地
球
規
模
の
視
野
を
持
ち
合
わ
せ

る
大
沖
さ
ん
だ
が
、
那
覇
市
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
「
協
働
大
使
」
と
し
て

地
域
に
密
着
し
た
医
療
へ
の
目
配
り

も
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
な
い
。
例
え

ば
、
南
海
ト
ラ
フ
級
の
地
震
が
沖
縄

』

近
海
で
起
き
る
こ
と
を
想
定
し
て
の

体
制
づ
く
り
。

　
　
「
普
段
か
ら
、
地
域
の
医
療
関
係

者
は
も
ち
ろ
ん
、
家
屋
の
復
旧
に
力

を
発
揮
し
て
も
ら
う
大
工
さ
ん
な

ど
、
復
旧
・
復
興
に
関
連
す
る
あ
ら
。

ゆ
る
技
術
を
持
っ
た
人
た
ち
を
地
域

ご
と
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
そ
し

て
、
『
い
ざ
』
と
い
う
と
き
に
す
ぐ

に
活
動
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
事
前
に

つ
く
っ
て
お
く
。
ま
た
、
看
護
師
、

保
健
師
さ
ん
た
ち
の
海
外
、
県
外
の

救
援
活
動
や
救
援
へ
の
意
欲
を
、
そ

の
属
す
る
病
院
や
行
政
の
ト
ッ
プ
に

も
っ
と
理
解
を
し
て
も
ら
う
よ
う
、

普
段
か
ら
働
き
掛
け
る
。
そ
ん
な
地

道
な
活
動
も
必
要
で
は
な
い
か
」

　
救
援
に
加
え
て
、
自
然
災
害
な
ど

不
測
の
事
態
に
も
備
え
る
。
そ
れ
が

　
「
対
馬
丸
」
で
犠
牲
に
な
っ
た
同
年

代
の
人
た
ち
へ
の
責
任
で
あ
り
、

　
「
生
か
さ
れ
た
命
」
み
義
務
で
も
あ

る
こ
と
を
大
仲
さ
ん
は
強
く
思
う
。

完
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
編
集
局
長
）

命
」
は
、
医
学
生
の
時
代
か
ら
西
表

島
で
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
慶
良

間
諸
島
で
の
フ
ィ
ラ
リ
ア
調
査
に
動

く
。
医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
与
論
島

で
の
離
島
医
療
活
動
も
経
験
す
る
。

　
大
仲
さ
ん
の
舞
台
が
広
が
っ
た
の

「
生
か
さ
れ
た
命
」

は
8
8
年
、
国
頭
の
専
門
機
関
で
あ
る
　
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
撲
滅
に
向
け
た
保
健
教

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
特
命
育
支
援
を
続
け
た
。

を
受
け
て
イ
ン
ド
で
Ｉ
カ
月
、
ポ
リ
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
「
教
え
る
命
が
あ

オ
の
実
態
を
調
査
し
て
か
ら
。
こ
れ
れ
ば
、
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
く
」

を
機
に
、
イ
ン
ド
を
含
む
ア
ジ
ア
を
の
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。
こ
う
し
た
活
動

中
心
に
3
2
カ
国
に
支
部
を
置
き
、
国
に
対
し
、
沖
縄
県
は
２
０
０
４
年
、

際
的
な
医
療
援
助
活
動
を
展
開
し
て
　
「
沖
縄
平
和
賞
辻
に
選
ん
だ
。
「
平

い
る
国
連
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
和
共
存
の
社
会
を
実
現
す
る
に
は
。

　
テ
ム
ダ
、
旧
称
・
ア
ジ
ア
医
師
達
民
族
や
宗
教
の
違
い
を
越
え
、
相
互

絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
巾
）
の
創
理
解
に
努
め
る
」
こ
と
を
医
療
面
で

設
者
、
菅
波
茂
さ
ん
（
6
9
）
と
出
会
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
た
か

い
、
大
仰
さ
ん
が
沖
縄
支
部
の
代
表
ら
た
っ
た
。
大
沖
さ
ん
の
若
き
日
の

を
引
き
受
け
る
こ
と
で
、
沖
縄
か
ら
医
学
へ
の
志
も
こ
の
評
価
に
重
な
っ
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